
緑が丘まちづくり推進プログラムの分野 地域の課題（身近な困り事など）
■ 福祉，子育て，健康づくり， 【ボランティア人材の確保】
  地域の支え合いの強化 ・高齢化の進行により，ボランティア人材が減少している

・学校が多い地域なので，地域の学生達にまちづくりのことや地域の現状などを伝える機会を設け，人材確保のスタートラインに立てるとよいのではない
【地域の高齢化】
・学生が卒業後，地域に残る可能性が低い
・企業誘致による地域の働き場確保

  【地域福祉の強化】
・福祉力をもう少しアップできるような形で各団体と連携した活動ができれば
【子どもの減少，保護者に対するサポート体制の強化】
・コミュニティ的な場，人と人を繋ぐような場があるとよい
【地域住民の身近な困り事相談】
・自らできる範囲での相談対応などをしている

■ 教育，文化，スポーツ振興 【文教地区の強みの活用】
・旭川医科大学を活用し，地域活性化につなげる（看護学生によるボランティア活動など）

■ 基本的な生活環境の確保，環境保全， 【災害への対策】
  事故・犯罪の防止，防災 ・避難体制の整備，避難時における要支援者等の把握など，災害対策への取組が遅れている

【子ども１１０番の家の周知】
【防犯パトロールなど，犯罪防止に向けた取組強化】

■ 郷土愛や誇りの醸成・コミュニティ 【子どもの集まる場や，年齢分け隔てなく人の集まれる場づくり】
 活性化（世代間交流） ・地区会館の利用環境（エアコン，Wi-Fiなど）を改善すれば，集まりやすくなるのではないか

【個人情報保護法の壁】
・地域住民の実態把握が思うようにできない
・各種事業における対象者の把握が難しく，地域活動の妨げになっている
【まち協の活動のさらなる周知】
・デジタル媒体を活用するなどして，まち協の取組を幅広い世代にもっと知ってもらうことが必要
【地域活動の参加者数不足】
・地区全体の大きなイベントを行い，その中で複数のプログラムを組み込むことで一つ一つの地域活動に興味を持ってくれる人々が増えるのではないか

※ 優先課題の検討及び課題解決のために取り組む内容について意見交換を行い，緑が丘まち協として取組可能な内容があれば，次年度の「緑が丘まちづくり推進プログラム」に掲載し，
  補助金等を活用した事業実施に向けて計画する。

地域の課題について

【第２回緑が丘まちづくり推進協議会 ～『緑が丘地域の課題（身近な困り事など）』についての意見交換で挙げられた主な内容】
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